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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は片頭痛および幻肢痛の神経心理学的評価方法の開発，緩和法の開発と評価，
およびメカニズムの考察であった。頭痛に関しては，研究代表者らは光過敏性を定量的に
評価する方法を開発し，片頭痛患者が健常群よりも光に敏感であることを確認するととも
に，カラーフィルターの使用が読書時の片頭痛症状緩和に有効である可能性について検討
した。さらに，工学的観点から日常風景に含まれる不快刺激の特定を試みた。幻肢痛に関
しては，回復のプロセスを定量的に評価する方法を開発するとともに，上肢喪失後 30 年
以上が経過した症例においてもミラーセラピーが有効であることを確認した。また，幻肢
痛のミラーセラピーと同様の手続きを健常者に対して実施した場合に生じる錯覚（ラバー
ハンドイリュージョン）を詳しく調べることによって触覚と視覚が統合される仕組みを明
らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of the study was to develop neuropsychological tests to evaluate pain, and 
other sensation and perception, in migraine patients and patients with phantom limb 
pain. We also tried to identify visual stimuli which cause or relive their pain, and 
develop techniques to relieve their pain from psychological approaches. Our study 
suggested that migraine patients are hypersensitive to luminance contrast, especially 
with certain spatial frequencies in natural scenes. Our study also showed that the use 
of colored filters may help their reading. Mirror therapy was effective in a patient 
whose upper left limb was amputated more than 30 years ago, and his “vividness of 
sensation” in his left arm recovered from proximal to distal. 
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１．研究開始当初の背景 
従来の神経心理学の研究対象は脳損傷患者

における高次脳機能（知覚，認知，記憶，言
語等）の障害であり，これらはすべて脳機能
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の低下に伴うパフォーマンスの低下を前提
としている。一方で，脳機能の異常な亢進が
原因で起こると考えられている頭痛や幻肢
痛（交通事故等で失った身体部位に痛みを感
じる現象）等の感覚症状は国内外いずれにお
いても神経心理学の対象ではなかった。しか
し，頭痛や幻肢痛も脳損傷と同様，生活に重
大な支障をきたす神経症状であり，心理学的
な評価も可能であるであることから，これら
の症状を神経心理学的に検討することが重
要であると考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は片頭痛および幻肢痛の神
経心理学的評価方法の開発，緩和法の開発と
評価，およびメカニズムの考察であった。 
 
３．研究の方法 
（１）片頭痛患者に見られる光過敏性の定量
的評価方法の開発 
 

光過敏性を定量的に評価するための検査
として，研究代表者らは縞模様・格子模様を
用いた検査を考案した（図 1）。輪郭のはっき
りとした模様では，模様が細かくなるにつれ
て輪郭の数が増加する。したがって患者が輪
郭に過敏であれば，模様が細かくなるにつれ
て患者のまぶしさの知覚は増大するはずで
ある。一方，輪郭がぼやけた模様ではまぶし
さは変わらないはずである。検査では，患者
に模様を見せ，知覚されたまぶしさの度合い
を数字で回答させた。 

 
 
（２）看護師を対象とした片頭痛疫学調査 
 
看護師を対象に質問紙調査を行い，部署や

職位が慢性頭痛の種類や頻度等に与える影
響について検討した。 
 

（３）カラーフィルターによる症状緩和効
果の検討 
 
 片頭痛患者や Iren Syndromeと呼ばれる光
過敏性に起因する読字障害の患者を対象に，
読字の際のカラーフィルター使用が読字の
際の症状緩和に役立つかどうか検討した。 

（４）日常風景に含まれる不快な視覚刺激の
特定 
 
 片頭痛患者によって快・不快と評価された
風景写真に対して画像解析（フーリエ変換）
を行い，不快感を引き起こすと考えられる空
間周波数成分の特定を試みた。 
 
（５）ミラーセラピーによる幻肢痛緩和効果
の定量的評価 
 
左上肢切断後 30 年以上経過した症例を

対象にミラーセラピーを行い，ミラーセラ
ピー開始後の痛み，不快感，および切断し
た上肢の「感覚」の鮮明さ（vividness）を 
Numerical Rating Scale (MacIver et al. 
2008)，Vividness of Imagery Scale (Lotze 
et al. 2001)を用いて定量的に評価した。 
 
（６）ラバーハンドイリュージョン 
 
 視覚刺激（赤色光）のみによってラバーハ
ンド上に触知覚を引き起こすことが可能か
どうか検討するため，被験者の左手を被験者
自身から見えないように置き，鏡映された右
手のラバーハンドがちょうど被験者の左手
に位置に来るように，ラバーハンドと鏡をそ
れぞれ設置した上で，ラバーハンドに赤色光
を当て，被験者に触知覚が生じるかどうか尋
ねた。 
 
４．研究成果 
（１）片頭痛患者に見られる光過敏性の定量
的評価方法の開発 
 
 予想通り，輪郭のはっきりとした模様では
模様が細かくなるにつれて片頭痛患者およ
び健常者のまぶしさの知覚が増大し，特に片
頭痛患者においてその傾向が顕著に表れた。
一方，輪郭のぼやけた縞模様ではまぶしさの
知覚は片頭痛患者・健常者ともあまり増加し
なかった（図２）。 
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図 1 検査用刺激の例 

図２ 検査結果 



 

 

（２）看護師を対象とした片頭痛疫学調査 
 
 職位・部署ごとの片頭痛発症率を比較した
結果，職位や部署が片頭痛の発症頻度に影響
することが示唆された。 
 
（３）カラーフィルターによる症状緩和効
果の検討 
 

患者群・健常群いずれにおいても青灰, 灰, 
緑, 水色の 4色のカラーフィルター使用時の
方が非使用時よりも読字が有意に容易であ
ると評価された。これらのカラーフィルター
の使用は読字中の光過敏症状緩和に有効で
あることが示唆された。 
 
（４）日常風景に含まれる不快な視覚刺激の
特定 
 
 画像解析の結果，片頭痛患者に不快である
と評価された風景では 0.5 cycle/degree付
近および 4 cycle/degree付近の振幅が快と
評価された風景よりも有意に大きいことが
明らかになった（図３）。この結果から，こ
れらの空間周波数成分が視覚的不快感の発
生に関与していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ミラーセラピーによる幻肢痛緩和効果
の定量的評価 
 
 左上肢切断後 30年以上が経過した症例に
おいてもミラーセラピーが幻肢痛を緩和す
る効果が認められた。また，ミラーセラピー
開始後，切断された左上肢の「感覚」が肩か
ら指先の方向に向かって徐々に鮮明になっ
ていった。 
 
（６）ラバーハンドイリュージョン 
 

ラバーハンドと自身の手の向きが一致し

ている場合，視覚刺激（赤色光）を提示した
部位に触知覚が体験され，視覚刺激のみで触
知覚が生じることが明らかになった。一方，
ラバーハンドと自身の手の向きが不一致の
場合（例えば自身の左手平側を上にした状態
でラバーハンドの右手甲側の親指に視覚刺
激を与えた場合），被験者は小指の平側と高
側の両方に触知覚を感じるという奇妙な現
象を体験した。この結果は，被験者が自分自
身の手とラバーハンドの両方に同時に触知
覚を経験していることを示唆しており，大変
興味深い。 
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図３ 画像解析の結果 
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